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お
り
ま
す
。
ま
た
業
務
集
約
化

・

外
注
化

。
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
で
生
産

性
も
高
ま
り
、
高
水
準
で
賃
上
げ

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

売
買
に
お
い
て
は
、
全
般
的
に

売
物
不
足
。
賃
貸
に
お
い
て
は
、

上
が
り
続
け
て
い
た
入
居
率
も
市

場
全
体
と
し
て
は
通
減
し
始
め
ま

し
た
が
、
弊
社
管
理
物
件
に
つ
い

て
は
、
集
害
対
策
や
空
室
対
策
が

功
を
奏
し
、
入
層
率
は
未
だ
に
上
　
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
相
続
全
般

え
続
け
る
相
続
相
談
へ
の
対
応
と

が

っ
て
お
り
ま
す
。
相
続
相
談
が

に
関
す
る
社
内
ス
ペ
シ
甘
リ
ス
ト

多
彩
な
情
報
配
信
で
、
社
会
貢
献

増
加
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
　
の
育
成
と
各
専
門
家
と
の
連
携
強
一
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
、
千
葉

。
茨
城
相
続
サ
ポ
ー
ト

化
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
増

　

日
本
に
お
い
て
は
、
す
で
に
人

相
続
サ
ポ
■
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

口
減
少
が
始
ま
り
な
が
ら
も
増
加

し
て
い
た
世
帯
数
が
減
少
の
時
代

に
突
入
し
ま
し
た
。
空
き
家
の
増

加
や
２
０
２
４
年
の
相
続
登
記
の

義
務
化
、
そ
し
て
団
塊
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
間

題
も
、
不
動
産
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。
加
え
て
各
地
域
の
立
地
適
正

化
計
画
に
よ
り
、
不
動
産
価
値
の

二
極
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
も
見

据
え
て
へ
経
営
の
舵
取
り
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
吉
す
。

目
下
は
Ｄ
Ｘ
推
進
と
ス
ト
ッ
ク

事
業
の
拡
充
、
不
動
産
開
発
事
業

の
強
化
に
よ
る
社
員
の
所
得
倍
増

を
目
指
し
た
賃
上
げ
体
質
構
築
と

働
き
手
の
確
保
に
注
力
し
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
印
し
た
店
舗
配
置

の
適
正
化
、
社
員
育
成
と
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
ヘ
の
投
資
に
よ
り
、
サ

ー
ビ
ス

・
付
加
価
値
の
賢
向
上
を

図
り
、
Ｅ
Ｓ
と
Ｃ
Ｓ
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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昨
年
は
弊
社
商
圏
へ
の
人
口
流

入
が
鈍
化
し
な
が
ら
も
、
個
人

・

法
人
需
要
の
獲
得
と
賃

・
売
物
件

の
受
託
強
化
に
よ
り
取
引
活
況
な

|

昨
年
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
適
用
さ
れ
る

「
２
０
２
４
年

問
題
」
に
対
応
す
る
た
め
、
社
内

シ
ス
テ
ム

（
動
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
、
Ｐ
Ｃ
制
御
シ
ス
テ
ム
）
や
支

援
体
制
の
見
直
し
な
ど
に
奔
走
し

ま
し
た
ｏ
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
少
な
く
な
り
、
今
ま
で
滞

っ
て
い
た
民
間
の
設
備
投
資
が
増

大
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
東

京
で
は
再
開
発
事
業
、
大
阪
で
は

万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
な
ど
大

都
市
に
お
い
て
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

を
迎
え
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
圏

央
道
の
４
車
線
化
工
事
が
土
木
工

事
か
ら
上
部
工

へ
の
段
階
に
進

港
区
の
水
門
工
事
が
完
成
し
、
茨

城
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
関
東
地
方
整

備
局
か
ら
３
年
連
腕
で
工
事
成
績

優
秀
企
業
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
明
る
い
話
題
で
す
。

今
年

は
働
き
方
改
革
、
賃
上

げ
、
さ
ら
な
る
物
価
上
昇
に
よ
る

工
事
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

工
事
発
注
の
鈍
化
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な

ど
に
よ
り
建
設
資
材
や
燃
料
の
価

格
は
高
止
ま
り
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
「
そ
の
よ
う
な
中
、
受
注
に
向

け
ど
の
よ
う
に
工
事
単
価
に
反
映

さ
せ
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

１
０
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
進
め
て
き
た
東
京
本
社
の
新
社

屋
が
今
年
３
月
に
完
成
し
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
業
務
の
効
率
化
、

書
類
簡
素
化
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
活
用
に
よ
り
働

き
方
改
革
を
進
め
、
施
工
力
、
営

業
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
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株木建設lttl

未
来
に
向
け
て
の
変
革
元
年

株木 康吉氏

み
、
東
関
東
自
動
車
道
は
２６
年
度

全
通

へ
向
け
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
延
伸
計
画
が
あ
り
、
建
設
需

要
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
Ｐ

し
か
し
い
こ
の
１
～
２
年
の
資

材
や
労
務
費
等
の
高
騰
も
あ
り
（

工
事
価
格
は
ｌ

ｏ．Ｊ
～
１

・
４１
倍

に
増
え
て
お
り
、
民
間
建
設
投
資

に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
（
東
日
本
大
震
災
で

津
波
被
書
を
受
け
た
茨
城
港
大
洗

弊
社
特

許

の
「
ソ
ー
ラ
「

パ
ネ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー

ム

（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
と
の
情
報
処
理
シ
ス

テ
ム
が
完
成
。
２
０
０
５
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
が

一
層
厚
み
を
増
し
て
き
ま
し
た
。

弊
社

の
企
業
理
念

「
地
球
環
境

の

保
全
と
改
善
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
」
の
も
と
、
一
般
家
庭
可
燃

性
る
み
１
０
０
笏
リ
サ
イ
ク
ル
、

Ｓ
Ｒ
Ｐ
の
２
事
業
に
、
完
全
自
家

消
費
型
太
陽
光
発
電
事
業
が
加
わ

り
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
環
境
Ｄ

Ｘ

へ
と
、
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ト
ム
事

業
が
飛
躍
し
た

一
年
で
し
た
。

今
年
は
、
今
ま
で
区
上
に
環
境

関
東

一
円
、
東
北

エ
リ
／

へ
の
拡

大
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｓ
Ｒ
Ｐ
事
業
拡
大
と
環
境
Ｄ
Ｘ

構
築
に
向
け
て
、
そ
れ
を
担
う
人

材
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に

（
社

会

人

が

学

び

直

し

を

す

る
）
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
リ
カ
レ
ン

ト
な
ど
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
ゃ

昨
年
、
県
が
行
う

「い
ば
ら
き
リ

ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
推
進
企

業
を
宣
言
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｒ
Ｐ
が
産
み
出
す
環
境
Ｄ
Ｘ

事
業
の
う
ち
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
事
業
、
ソ
ー
ラ
ー
の
廃

葉
間
題
解
決
と
災
書
防
止
、
ソ
ー

ラ
ー
事
業
終
了
に
伴
う
土
地
の
有

効
利
用
事
業
は
第

一
歩
を
踏
み
出

し
、
今
年
は
将
来
を
見
据
え
た
ソ

ー
ラ
ー
電
力
の
集
積
事
業
の
基
礎

固
め
に
か
か
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
環
境
Ｄ
Ｘ
構
築
に
よ
り
、
着

実
に
社
会
貢
献
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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武藤 正浩氏 環
境
Ｄ
Ｘ
事
業
の
拡
大
図
る

か
が
ィ

道路lttl

代表取締役

関東
問
題
、
特
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
　
す
。

―
推
進
が
よ
り

一
層
求
め
ら
れ
る
　
　
Ｓ
Ｒ
Ｐ
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム

と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
経
済
成
　
は
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
昨
年
、

長
と
安
定
化
に
向
か
う
と
考
え
ま
　
栃
木
県
の
大
手
企
業
が
同
事
業
に

提
携

・
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

環
境
Ｄ
Ｘ
事
業
を
北
関
東
全
域

ヘ

と
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
千
葉
県
や
埼
玉
県
、
将
来
は

昨
年
は
、
地
球
温
暖
化
で
は
な

」
あ ま 〃抑

鞠
型
中
榊
韓
韓
中
け
叫
恭

準
呻

中
］
弾
呻
攀
呻
尋
雑
滸
韓
［
呻
韓

一眸
嚇

く
、
安
定
供
給
が
で
き
ま
せ
ん
で

▲ｒ
ヽ

中
韓
世

彙
雨
妍
翔
鍋
¨

酌
け

東
効

・い
中

ス
は
植
え
付
け
て
も
水
不
足
で
枯

業
経
営
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
米
を
は
じ

め
野
菜
の
高
温
耐
性
の
品
種
に
変

え
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
に
な
り

ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
に
代
わ
る
品
種
に

は
、
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
品
種
は
、
高
温
耐

性

・
高
収
量

。
高
食
味
で
当
Ｊ
Ａ

で
は
、
い
ち
早
く
取
り
組
み
を
始

め
、
現
在
、
全
国
で

一
番
栽
培
面

積
が
多
く
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に

実
需
者
か
ら
も
大
変
好
評
を
得
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
に
安
定
供
給
す

る
た
め
に
も
ホ
マ
ト
な
ど
野
菜
の

品
種
改
良
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
ｏ

こ
う
し
た
多
く
の
課
題
を
農
家

組
合
員
の
曽
さ
ま
と
と
も
に
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
本
年
も
地

域
農
業
の
発
展
と
地
域
社
会

へ
の

貢
献
た
め
に
役
職
員

一
丸
と
な
り

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本店/筑西市岡芹2222 ao296(25)6600
支店10カ所、営農経済センダー 3カ所、正職員数324人

代表理事組合長

局
温
耐
性
の
品
種 .

に
転
換
を

．一
一
■
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一

古澤 諭氏

れ
ま
し
た
。
白
菜
の
定
植
も
同
じ
　
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ヘ

よ
う
に
乾
燥
に
よ
り
時
期
が
遅
れ
　
の
軍
事
侵
攻
に
加
え
、
パ
レ
ス
テ

る
な
ど
多
く
の
被
書
が
あ

っ
た
年

ナ
と
ハ
マ
ス
に
よ
る
軍
事
侵
攻
は

で
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
終
わ
る
気
配
が
見
え
ず
、
来
年
も

不
安
定
な
国
際
情
勢
に
な
る
と
予

想
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
温
暖
化
の
影
響
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
現
れ
、
安
定
し
た
農

〓
■
４
ｉ
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一
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一
ホ
〕
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．ｉ
　
、

ギ．■―、■ム祥


